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オープンアクセスの推進に係る国立情報学研究所の取組について 
 
 
国立情報学研究所は，当委員会の前身である国際学術情報流通基盤整備事業運営委員会の下，

3 年を 1 期間として基本方針及び活動方針を策定して，活動を行ってきた。国際連携を含めた 2019
年度の活動概要は以下の通りである。 
 
 
1. arXiv.org 支援  

arXiv.org は，物理学，数学，コンピュータサイエンス等のプレプリントサーバとして，同分野を中

心とした研究成果のオープンアクセスとアーカイブを進めている。日本においては，arXiv.org の

利用実績が多い研究機関がコンソーシアムを形成してこの取組みを支援している。当研究所は，

このコンソーシアムの年会費の取りまとめを行っている。 
 

○ 2019 年の参加状況  
国内既参加機関への継続参加の意向確認調査と，全世界を対象とした過去 3 年間の利用実

績（ダウンロード数）で上位 250 位までに含まれ，かつ未参加である国内機関に対して参加の

意向確認調査を行い，5 月に全ての回答を受領した。 
これに基づき arXiv事務局（コーネル大学）に 2019年の参加機関のリストを送付した。arXiv
事務局からこれに基づき 2019 年の年会費が請求されており，NII が取りまとめて支払いをす

る予定である。その後 9 月に，参加機関に対して請求書を送付する予定である。 
 

回答状況 （2019 年 5 月 27 日現在） 
 
 
 
 
 
 
 

○ 2019 年 Member Advisory Board（MAB）への参画  
2018 年から MAB（Member Adversary Board）には，国内参加機関を代表して，武田英明

教授（国立情報学研究所／学術情報流通推進委員会）に参加いただいている。2019 年度は，

10月 10日にコーネル大学ニューヨークキャンパスで開催される MAB ミーティングに参加して

いただく予定である。 
 

 
2. SCOAP3支援    

SCOAP3 は，欧州原子核研究機構（CERN）が主導する，高エネルギー物理学（HEP）分野の

査読付き学術雑誌論文のオープンアクセスを実現する国際連携プロジェクトである。日本におい

ては，SCOAP3 対象誌を購読している研究機関を中心に，従来図書館が出版社に支払ってきた

購読料を，論文出版加工料（APC）に振り替えることで，HEP 分野の主要な学術雑誌のオープン

アクセスを支援している。当研究所は，この支援の取りまとめを行っている。 

 2019 年 
継続参加 16 機関 
新規参加 0 機関 
検討中 1 機関 
不参加 0 機関 



 
 

 
○ 2019 年の参加状況  

5 月末までに，国内既参加機関への継続参加の意向確認調査を行い，併せて新規参加機関

の申請を取りまとめた。 
これに基づき CERN に 2019 年の参加機関のリストを送付した CERN からこれに基づき

2019 年の年会費が請求されており，NII が取りまとめて支払いをした。後日，参加機関に対し

て個別に請求書を送付する予定である。 
 

回答状況 （2019 年 5 月 29 日現在） 
 
 
 
 

 
 

○ 拠出期待額及び実際の拠出額  
2019 年に日本に拠出が期待されている金額等は以下のとおりである。 
・ 日本に期待される拠出額 ： 760,975 ユーロ （APS は米ドルをユーロに換算） 
・ 2019 年の日本の拠出額 ： 534,528 ユーロ （APS は米ドルをユーロに換算） 
・ 不足額 ： 226,447 ユーロ（約 2,800 万円） 

 
○ SCOAP3検討会議の開催  

2018年度から引き続き，HEP分野の研究者コミュニティとSCOAP3の現況を共有し，今後の

対応を検討すべく同会議を進めており，7 月 10 日に第 3 回を開催した。（会議の概要は参考

資料 4 を参照のこと） 
 

○ フェーズ 3 における日本の拠出金について  
5 月に Governing Council（総会）が開催され，フェーズ 3 における SCOAP3対象誌の発行

に係る総経費と，総経費における日本の分担比率が 6.5%であることが確定した（先進国加算

により，1.1％が乗算され，7.15%となる）。フェーズ 3 に向けて，今後も上記の検討会議による

検討を進めるとともに，図書館コミュニティを中心として，拠出金の算出に係るタスクフォースを

立ち上げる予定である。 
なお，Governing Council は野﨑委員と山地教授（国立情報学研究所）が委員として，年数

回行われる会議等に参加いただいている。 
 
 
 

3. CLOCKSS 支援   
CLOCKSS は，世界の主要な出版社および図書館による非営利の共同事業で，電子的な学術

コンテンツへのアクセス保障と恒久的保存を目的に，ダークアーカイブ（アクセスが限定されたア

ーカイブ）を構築している。当研究所は，コンテンツを保持する世界 12 のノード機関の一つとして

参画する他，大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）と連携して，CLOCKSS との協議や国

内大学図書館の CLOCKSS への参加取りまとめを行っている。 
 

  

 2019 年 
継続参加 66 機関 
新規参加 7 機関 
不参加 3 機関 



 
 

○ 2019 年の参加状況  
国内既参加館への継続参加の意向確認調査を行うとともに，JUSTICE の協力により会員館

に対して新規参加を促す広報を行った。5 月に調査回答のとりまとめを完了し，これに基づい

て CLOCKSS 事務局に 2019 年の参加機関リストを送付した。 
CLOCKSSからこれに基づき請求書が発行され，NIIがとりまとめて支払いをする。8月下旬

に参加機関に対して請求書を送付する予定である。 
 

回答状況 （2019 年 6 月 3 日現在） 
 2019 年 
継続参加 98 機関 
アーカイブノード（NII） 1 機関 
新規参加 5 機関 
不参加 1 機関  

 
○ CLOCKSS Board Meeting への参画  

当研究所において 2018 年度に，SPARC Japan 運営委員会長が安達淳副所長から武田

英明教授に代わったことに伴い，CLOCKSS Board of Directors のメンバーも武田教授に変

更となった。2019年は 9月25～26日にスタンフォード大学において開催され，武田教授にご

出席いただく予定である。 
 
 
4. SPARC Japan セミナー  

資料 4-1 を参照のこと。 
 
 

5. 論文公表実態調査  
2017 年度に引き続き，JUSTICE が主導する日本の論文公表実態調査のフォローアップに協

力している。 
 
 
6. SPARC Japan 年報及び NewsLetter の発行  

2013 年度より，活動記録のために年報を日本語及び英語にて発行している。内容としては，当

期の基本方針，当年度活動内容（セミナーの記録ほか），委員会等の開催記録と名簿，総合年表，

SPARC Japan NewsLetter 等を再掲している。 
2019 年度は，2017 年度 SPARC Japan 年報（英語版）及び 2018 年度 SPARC Japan 年報

（日本語版）を発行する他，2018 年度及び 2019 年度の SPARC Japan セミナーについて，

NewsLetter に掲載する予定である。 
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